
戦
後
七
〇
年
を
迎
え
日
本
コ
リ
ア
協

会
大
阪
と
大
阪
私
学
退
職
者
の
会
三
〇

名
が
、
五
月
二
六
日
か
ら
日
清
・
日
露

戦
争
を
テ
ー
マ
に
韓
国
・
中
国
を
訪
問

し
ま
し
た
。

韓
国
に
到
着
し
て
日
清
戦
争
に
か
か

わ
る
東
学
農
民
革
命
の
激
戦
地
・
牛
禁

峠
（
ウ
グ
ム
チ
）
を
訪
ね
、
東
学
農
民

軍
慰
霊
塔
に
全
員
で
黙
祷
し
、
ガ
イ
ド

さ
ん
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
東
学
農

民
革
命
の
学
術
研
究
家
の
朴
大
学
教
授

の
話
を
全
州
韓
屋
村
で
、
夜
遅
く
に
も

関
わ
ら
ず
熱
心
に
、
自
分
が

ど
う
し
て
こ
の
研
究
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
韓

国
徴
兵
制
の
経
験
話
を
交
え

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
翌

日
も
そ
の
関
連
施
設
を
ま
わ

り
、
日
本
・
清
国
（
中
国
）

の
戦
い
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ

朝
鮮
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る

の
か
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
日
本
は
頼
ま
れ
も
し
て

い
な
い
の
に
干
渉
し
、
解
決

し
て
も
居
座
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

飛
行
機
で
青
島
（
中
国
）

に
、
政
治
的
に
冷
え
て
い
る

日
韓
・
日
中
の
関
係
か
ら
旅

行
者
も
減
っ
て
い
る
韓
国
よ

り
さ
ら
に
激
減
し
て
い
る
中

国
へ
。
青
島
と
い
え
ば
ビ
ー

ル
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
と
思
い

ま
す
が
、
何
と
こ
の
山
東
半

島
が
日
清
戦
争
に
も
大
い
に

関
係
し
て
い
た
の
で
す
。
中

国
側
で
は
甲
午
戦
争
と
呼
び
、

博
物
館
が
で
き
て
い
て
歴
史
を
し
っ
か

り
と
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
で
山
東
半
島
か
ら
遼
東
半

島
の
船
旅
で
す
。
夕
食
は
船
長
さ
ん
の

歓
迎
で
、
若
い
女

性
職
員
が
各
テ
ー

ブ
ル
に
つ
い
て
く

れ
、
船
長
さ
ん
た

ち
と
の
記
念
写
真
、

船
長
直
筆
の
「
書
」

も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
き
く
変
貌

し
て
い
る
旅
順
・

大
連
に
到
着
。

日
露
戦
争
の
２

０
３
高
地
、
旅
順

港
へ
、
１
０
０
年

前
と
違
い
臨
場
感

が
薄
れ
る
感
じ
で

す
。
し
か
し
な
ぜ

こ
ん
な
所
ま
で
戦
い
に
来
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
、
日
本
軍
は
旅
順
で

も
大
虐
殺
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ア

カ
シ
ア
が
目
的
で
し
た
が
、
温
暖
化
の

せ
い
か
少
し
遅
か
っ
た
よ
う
で
期
待
外

れ
と
な
り
ま
し
た
。

代
表
団
八
人
は
大
連
人
民
対
外
協
会

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
心
よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
、

衛
視
の
い
る
門
を
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
バ

ス
は
玄
関
横
付
け
で
す
。

大
連
人
民
対
外
協
会
か
ら
は
「
政
冷

経
熱
の
時
代
で
あ
り
、
民
間
交
流
が
必

要
で
あ
り
、
経
済
面
で
の
交
流
を
熱
望

す
る
」
渡
辺
団
長
は
「
私
た
ち
は
草
の

根
の
民
間
団
体
で
す
か
ら
文
化
の
普
及

と
不
再
戦
平
和
で
す
。
私
た
ち
は
政
府

と
違
い
歴
史
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
、

平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

訴
え
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
近
代
史
を
ま
と
も
に
習
っ
て
い
な

い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
中
味
の
濃
い
ハ
ー
ド
な
旅
で
し

た
。

（
平
松
）
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北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
友
好
の
旅

東
学
農
民
革
命
の
激
戦
地
や
２
０
３
高
地
へ

府連通信

六
月
六
日
か
ら
石
清
水
八
幡
宮
研

修
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
、
西
日
本
各

地
か
ら
七
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

西
支
部
主
催
の
太
極
拳
攻
防
講
座
パ
ー

ト
５
は
、
よ
り
進
化
し
た
内
容
で
練

習
を
行
い
ま
し
た
。

目
的
は
太
極
拳
の
攻
防
原
理
を
学

び
、
実
際
に
相

手
と
向
き
合
っ

て
感
じ
て
も
ら

う
一
泊
合
宿
の
基
礎
講
座
で
す
。

「
太
極
拳
を
深
く
学
び
、
正
確
に
演

じ
る
た
め
『
攻
防
』
の
体
験
は
大
切

で
す
。
テ
レ
ビ
等
で
見
聞
き
す
る
、

格
闘
や
喧
嘩
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
の
で

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
事
前
練

習
と
復
習
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
、

本
当
の
武
術
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

指
導
に
当
た
っ
た
恒
岡
老
師
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

男
女
六
班
に
分
け
、
実

際
に
二
四
式
の
型
を
使
っ

て
お
互
い
が
こ
ぶ
し
で
つ

い
た
り
、
二
度
受
け
を
使
っ

て
技
を
か
け
る
練
習
を
行

い
ま
し
た
。
「
少
し
む
つ

か
し
か
っ
た
が
楽
し
か
っ

た
、
次
の
機
会
に
も
参
加

し
た
い
」
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

大
阪
府
連
大
会

七
月
五
日
（
日
）
午
後
一
時
半

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館

望
郷
の
鐘

今
後
の
上
映
予
定

七
月
十
一
日
堺
市
南
区
栂
文
化
会
館

八
月
二
三
日
泉
南
市
文
化
ホ
ー
ル

八
月
二
九
日

東
大
阪
・
大
阪
府
立

中
央
図
書
館
ラ
イ
テ
ィ
ホ
ー
ル

行
事
案
内

太
極
拳
攻
防
講
座
５
に
七
七
名

実
際
に
相
手
と
向
き
合
う
練
習



涼
し
く
爽
や
か
な
気
候
。
千
手
院
の

座
敷
で
開
か
れ
た
講
演
会
。
講
師
の
浅

田
宏
樹
さ
ん
は
、
十
八
歳
か
ら
一
人
で

中
国
へ
渡
り
十
五
年
間
学
中
国
で
過
ご

し
て
き
た
若
者
。
「
学
び
働
き
中
国
各

地
を
訪
問
！
中
国
の
実
際
を
語
る
」
を

テ
ー
マ
に
「
中
国
も
日
本
も
関
係
な
い
」

「
無
知
だ
か
ら
良
か
っ
た
」
「
中
国
語

習
得
の
方
法
」
な
ど
興
味
深
い
内
容
で
、

魅
力
的
な
映
像
も
た
っ
ぷ
り
。

若
者
の
話
を
聞
き
た
い
と
三
十
代
か

ら
八
十
代
ま
で
の
幅
広
い
年
代
が
三
四

名
集
う
。
著
名
な
方
々
も
参
加
。
東
京

か
ら
一
人
芝
居
「
帰
っ
て
来
た
お
ば
あ

さ
ん
」
の
神
田
さ
ち
子
さ
ん
。
府
連
か

ら
山
本
恒
人
さ
ん
。
日
本
共
産
党
堺
市

議
団
団
長
の
城
勝
行
議
員
。
み
な
さ
ん

を
驚
か
せ
た
の
は
長
谷
川
暁
子
さ
ん

（
長
谷
川
テ
ル
女
史
の
娘
さ
ん
）
の
参

加
で
し
た
。

参
加
者
の
感
想
は
「
眼
か
ら
鱗
が
取

れ
た
」
と
い
う
内
容
が
多
数
。
「
マ
ス

コ
ミ
以
外
の
眼
で
日
中
の
話
が
聞
け
て

良
か
っ
た
。
」
「
中
国
に
対
し
て
、
先

入
観
ば
か
り
の
生
活
。
今
回
１
５
年
間

の
中
国
の
様
子
を
少
し
知
る
こ
と
が
出

来
て
良
か
っ
た
。
」
「
中
国
も
日
本
も

関
係
な
い
！
嬉
し
い
言
葉
。
ひ
と
り
ひ

と
り
に
こ
の
感
覚
が
溢
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
！
」

「
７
０
年
前
に
残
さ
れ
た
日
本
人
の
子

ど
も
達
を
育
て
命
を
受
け
止
め
た
心
が

中
国
人
の
中
に
今
も
続
い
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
」
「
平
和
と
逆
行
し
、
戦

争
の
道
に
日
本
を
陥
れ
る
安
倍
首
相
に

も
聞
か
せ
た
い
話
。
日
本
人
・
中
国
人

も
な
い
皆
同
じ
人
間
！
本
当

で
す
。
中
国
の
素
晴
ら
し
い

発
展
に
驚
き
ま
し

た
。
」

「
ど
う
し
て
も
、
自
分
の
基

準
に
合
わ
せ
て
他
国
を
見
て

し
ま
い
が
ち
だ
が
、
偏
見
無

し
に
中
国
の
話
を
聞
け
た
の

が
良
か
っ
た
！
」

山
本
先
生
か
ら
は
「
宏
樹

さ
ん
の
話
は
、
日
中
関
係
を

解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
上
で
最

も
大
切
な
事
柄
で
す
。
偏
見
無
し
。
あ

り
の
ま
ま
は
、
今
、
大
切
な
事
で
す
。
」

長
谷
川
暁
子
さ
ん
か
ら
は
「
と
て
も

良
い
講
演
で
、
癒
さ
れ
ま
し
た
。
人
間

と
し
て
成
長
し
て
お
ら
れ
る
若
者
を
み

て
嬉
し
か
っ
た
。
出
来
れ
ば
多
く
の
日

本
の
若
者
に
聞
い
て
頂
け
る
よ
う
今
後
、

企
画
さ
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
」

講
演
会
の
終
了

後
、
準
備
さ
れ
た

お
弁
当
を
食
べ
て

お
互
い
の
交
流
を

深
め
る
良
き
場
に

な
り
ま
し
た
。

浅
田

勝
美
（
日

中
友
好
堺
・
美
木

多
連
絡
会
代
表
）
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河
本
正
道
氏
（
衛
星
都
市
嘱
託
）

を
講
師
に
、
五
月
二
五
日
、
府
連

教
室
で
十
一
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
河
本
氏
は
「
防
衛
大

綱
」
を
基
本
資
料
に
、
「
日
本
軍

か
ら
防
衛
省
・
自
衛
隊
へ
」
の
流

れ
、
「
日

本
の
防
衛

組
織
」
、

「
陸
・
海
・
空
の
主
要
部
隊
所
在

地
」
、
「
防
衛
予
算
の
仕
組
み
」

を
概
説
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
省

が
作
成
し
た
宣
伝
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
一
端

を
示
し
て
、
軍
隊
と
し
て
の
自
衛

隊
の
全
貌
に
迫
り
ま
し
た
。

ま
た
、
世
論
調
査
資
料
を
も
と

に
、
八
割
以
上
が
自
衛
隊
の
「
現

状
維
持
・
増
強
」
の
考
え
に
あ
る

現
状
を
ふ
ま
え
、
「
自
衛
隊
解
消
」

の
方
向
性
よ
り
も
、
「
専
守
防
衛

の
観
点
で
自
衛
隊
の
存
在
は
認
め

た
う
え
で
、
憲
法
改
悪
に
反
対
」

し
、
そ
の
う
え
で
現
在
の
「
安
保

法
制
（
戦
争
立
法
）
」
を
阻
止
し

て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
問
題
提
起

し
ま
し
た
。

議
論
で
は
、
「
自
衛
隊
に
つ
い

て
ま
と
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
」
あ
る
い
は
「
や
は
り
自
衛
隊

は
戦
力
で
あ
り
、
憲
法
九
条
に
抵

触
す
る
存
在
で
あ
り
、
解
消
す
べ

き
だ
」
「
災
害
救
助
隊
に
限
定
す

べ
き
」
「
日
本
の
外
交
力
の
低
さ

が
国
民
の
自
信
喪
失
、
お
よ
び
逆

に
対
外
緊
張
に
対
す
る
神
経
質
な

反
発
を
も
た
ら
し
て
い
る
」
な
ど

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
さ
ら
に
検
討
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
四
回
研
究
会

八
月
二
三
日

（
日
）
二
時
か
ら

府
連
教
室

報
告
者

上
田
雅
美
氏
（
日
中

友
好
協
会
兵
庫
県
連
事
務
局
長
）

テ
ー
マ
「
廠
窖
（
シ
ョ
ウ
コ
ウ
）

惨
案
」
の
地
を
訪
ね
て
」

（
昭
和
十
七
・
八
年
の
支
那
派
遣

軍
ー
江
南
殲
滅
作
戦
）

（
山
本
）

日
中
友
好
と
平
和
を
考
え
る
堺
の
集
い

と
て
も
良
い
講
演
で
、
癒
さ
れ
ま
し
た

第２回中国百科検定
検定実施：９月２７日（日）15：00～15：50

申込期間：６月１日(月)～８月７日(金)

受験コース：３級(ものしりコース)

２級(中国通コース）併願不可

受験料：３級３５００円、２級４５００円（税込）

受験のための教養講座

6/21（日）「中国の政治と経済早わかり」

講師：山本恒人氏（大阪経済大名誉教授）

会場：新婦人の会大阪府本部会議室

14:00～16:00 （地下鉄 谷町６丁目駅下車）

7/12（日）「中国史をまるごと学ぼう」

講師：渡辺 武氏（元大阪城天守閣館長）

会場：大阪国労会館中会議室

14：00～16：00 （環状線 天満駅下車）

日中不再戦と平和のつどい
ー安倍首相に過去の克服を進言するー

７月１日（水）18：30～

天満橋 ドーンセンター 参加協力費：1,000円

◎朗読劇「戦時下反戦放送・長谷川テルの生涯と遺児

曉子」◎曉子氏による訴え「日中不再戦・平和友好の

新たな誓い」◎野田淳子さんの演奏◎「昴」合唱

中
国
研
究
会

防
衛
大
綱
を
基
本
資
料
に

軍
隊
と
し
て
の
自
衛
隊
の
全
貌
に
迫
る


